
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

犠蘿 1……
藁 …钁

435

〔生物工 学会誌　第 80巻　第 9号　435 −440 ．2002〕

創立 80周年記念特集

日本生物 工 学会の 80年を顧みて

芝崎

　日本生物 工 学会は本年 8月 で創立 80周年 を迎え るに 当

り，色々 の 記念事業が計画 され着々 と準備 が進め られて

い る．著者は 半世紀に わ た っ て 本学会 の 運 営にか かわ っ

てきた者の
一

人 と して，こ こ に 80年を回顧す る こ と とし

た．

1．学会創立 の前史

　明治 29年 5月 （1896 ）に 発 足 した 大阪 工 業学校は，そ の

後 34年 5月 に大阪高等工 業学校に昇格 し，35年 7月に醸

造科第 1回の 卒業生 5名 を送 り出 した．学校 の発足 に際 し

坪井仙太郎 （東京大学 工 科 大学応用化学科明治 22年 7月

卒業）が初代 の教授 に就任 した．同教授は 大学卒業後た

だちに 日本 舎密製造会社に 入 社 し，技師長 と して 山 口 県

小野田に お い て ，硫酸，芒硝，苛性 ソーダ，晒粉の 製造

工 場を明治 24年 8月 に完成 して い る，こ の 業績に対 して ，

我が国 の 酸 ア ル カ リエ 業技術の 先駆者 とい われ て い る．

　同教授は学科創立 10年 を経過 して 卒業生が 100名 を超

堂 島川 よ り眺 め た大 阪 工業 学校

勲

え た こ とよ り， 大阪高等 工 業学校醸造会を創設 し，同窓

生相互 の 親 交 と研 究発 表 を 目的 とす る醸造会 誌 を明治

43年 5月 （1910）に発刊し た．以後毎年 4月と ］O月 に会誌

が発行 され，大正 11年の 27号ま で続けられた．そ の 間，

同教授は醸造学に 関する画期的な研究，すなわち代用清

酒，味噌，醤油醸造に お ける速醸 ， 大豆油粕 の 利用 ，

一

菌種 よりなる種麹 の 製出な どの 研究を こ の 会誌 に発表 し

て い る．同教授は大 正 10年 6A に 退官し たが ，同年 12月

3 日に死去 した．醸造会誌 第 26 号 （大正 ll年 6月発行）

は 同博士の 追悼号となっ て い る．

2．大阪醸造学会の 40 年

　大阪 高等 工 業学校で は ， 明治 35 年 の 第 1回よ り大正 11

年までに 652名 の 卒業生 を送 り出 して い る，大正 10年 12

月坪井教授 の 没後醸 造会 の 会長とな っ た二 代 目教授西脇

安 吉 （大阪高等 工 業学校応用化学科 明治 34 年卒業）は

700 名近 い 多数の 卒業生が醸造関係を は じ め 広 い分野 で

活躍 し て い る こ と，第 46議会 に お い て 大阪 高等工 業学校

の 大学昇格案が通過 し て い る こ ともあ っ て ，醸造会を改

組 して 学会組織 とする こ とを計画 した．そ の 結果，大正

12年4 月 （1923）よ り本格的な学会発足 の 準備を進め，8

月 1日の 役員 会にお い て大阪醸造学会会則 を定 め ， 8月 25

日付で 醸造学雑誌第 1巻第 1号 を発行 した．

　西脇会長は学会誌 の 冒頭の 発行 の 辞に お い て，発刊 目

的 として 「会員相互 の 研究発表と共 に斯界名士 の 寄稿 を

仰 ぎ，醸造に関す るあ らゆる新知識と有益 な る研究報告

を網羅する こ と ．＿」 と して い る．さ ら に 将来に お い て

漸次事業を拡張 して純学会的な業務以外の事業を行 うこ

とも述 べ て い る ．これ らの こ とは 会長の性格 とも思われ

る が，将来 の 学会運 営上 の 財務 的な こ と も考慮 した もの

著者紹介　大 阪 大 学名誉教授，日本生物 工 学会顧問
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大正 15年の 中之 島地図

とも想像され る．

　昭和 4年 4月大阪高等工 業学校は大阪工 業大学 となり，

昭和 6年 4月に医 ， 理 の 二 学部 よ りな る大阪帝国大学が創

立 され たが，8 年に は 大阪 工 業大学は こ れ の 工 学部 と し

て組み込まれた，したが っ て 醸造科は大阪帝国大学工学

部醸造学科 となっ た．

　そ の 結果，初代主任教授 と し て 元満鉄中央試験所所長

の 斎藤賢道理学博士 （東京帝国大学理科大学植物学科明

治 33年卒業）が就任 した ．そ の た め 西脇会長は辞任 した

が，昭和 4年 5月 の 総会にお い て会則 が 改正 され て名誉会

長に推戴 され た．

　 学会 の 主事業 で ある雑誌発行 は昭和 18年 まで順 調に

進み，総頁数がおお よそ年間 900頁を超えるまで となっ

た．昭和 17 年 （1942 ）に は創立 20 周年記念事業 と して ，

総 目次索引の 刊行，記念祝賀会，功労者表彰，講演会，

祝賀懇親会が 行 わ れ て い る．

　昭和 18年 12月醸造学科が醗酵工 学科に改称 され た こ

とか ら ， 昭和 19年第 22巻8月号 よ り醸造学雑誌は 醗酵工

学雑誌 と名称変更 され た．

　昭和 6 年 4 月 には工学部 の 構 内に坪井記念館が竣工落

成 した，こ の 会館 の 由来は，大正 の 中期す で に同窓の 間

で は醸造会館 の 建設が唱え られ て い たが ， 坪井教授 の 還

暦祝 と し て 卒業生 よ り贈呈 された金壱万円 が基礎 となり

（教授の醸造会館建設の 資金 とす るとい う遺志による）1

これ に醸造会，実業界，卒業生よ りの 寄付金 の 合計参万

円が建設資金 となっ た．し か し高等工 業学校 の 学舎 （大

阪市北区玉 江町 1丁 目2番 地）の束野 田町 へ の 移転，大学

昇格運動，関東大震災など諸般の 事情に より建設計画が

遅延 し，漸 く昭和 5年4 月 よ り建設 工 事が始め られ ，6年

4 月 に 竣 工 した ．こ の 記念館 は 鉄 筋 コ ン ク リ
ー ト2階建 で

あ り学会事務局は 1階 の 13坪 の部屋 を利用する こ とと

なっ た．

　戦時中工 学部は空襲に よ り建物，特に木造建物 の 大半

は焼失，破壊 され たが，坪井記念館は ほ とん ど被害は な

く，した が っ て 戦前，戦中，戦後を通 じて学会活動 （学

会事務所，学会で の 講演会場な どと して ） の 拠点 となる

と共 に，学科 の 講義室 と し て，また図書室，研究室 とし

て も活用 され た．

　昭和 15年 3月斎藤会長が定年退官 したため，中村静教

授 （九州帝国大学工 学部応用化学科大 正 5年卒業）が会

長に就任 した．戦争が次第 に激 しくな るに つ れ て，雑誌

用紙の 手 当が困難 となり 1 また学会の 合併勧告 が あ っ た

り，印刷所の 全焼な ど困難が次々 に起 こ っ たが，土田盛

一専務理事 （大阪高等工業学校醸造科大正 9年卒業） ら

の 尽力に よ り何 とか合併号なが ら休刊 す る こ となく戦争

末期に も雑誌 の 発行 が継続された．

　戦後世情の 回復と共 に 研究活動が活発 とな り， 投稿件

数 も次第に 増加 し て雑誌発行も旧態 にもどっ てきた．

　学会は雑誌の 発行の ほ か ，出版物と して ，大正 6 年御

大 典記念事業 として 刊行 され た 醸造諸表 （400 頁）を改

訂 ，増補 して第2版醸造諸表 （1080 頁）を大正 15年 6月

に発行 した．また大正 9年 10月 1 目発 行 の 醗酵工業便覧

を改訂増補第 6版 として 昭和 24年 1月 15 日に発行 し て い

る．そ の他斎藤賢道著 ：醗酵微生物実験法 （昭和 24年 12

月 10 日）；斎藤賢道著 ：清酒 醸造 の 菌学 （昭和 25年 6月

15目）；大阪醸造学会編 ：酒造便覧 （清酒篇）（昭和 33年

10月 20 日） が 刊行 され て い る，

　夏期醸造大学と して昭和10年〜16年に 4回開催 され た

が，そ の後は戦争が激 しくな っ た こ とよ り中止 され た ．

　昭和 24年 よ り毎年研究発表会が 開催 され，さらに 昭和

28年 よ り シ ン ポ ジ ウム も併行 して 開催 され る こ と と

な っ た．研究発表会 の 講演題数 は年 と共に増 え50 題を超

え，シ ン ポジウム の話題も 10題以上 とい う盛況を呈す る

状 態となっ た，当時の講演会場は 工 学部講堂 ， 坪井記念

館 の ほ か桜宮公 会堂も利用された．

　昭和 27年 （1952）に は学会創立 30周年記念行 事 の
一

っ

と し て ，「醗酵工 業の展望 」 が刊行された．そ の 内容 は，

業 界論説 9題 ， 基礎学術 10題 ，技術，工 業41題 とそれ ぞ

れ の 分野の 第
一
線で 活躍 し て い る人 々 の 論説が集約 され

て お り，310頁 に も達 して い る．

　 2代 目会長の 中村静教授 が病気 の ため ， 昭和 25 年 4 月

に は再び斎藤賢道名誉教授が会長 に就任 した．そ の 後学

会の年次大会，雑誌 の発行は順調 に行われ る こ ととな り，

学会と して の 体勢の 整備 が推進 され る こ ととな っ た ，

　雑誌 へ の 投稿論文の編集の 円滑化 の た め ， 監修会議が
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昭和28年5 月 19 日に開催 され，監修の 方法 ， 監修者の分

担が定め られ た．そ の 分担 として は，ビ タ ミ ン，栄養 （高

田 亮平 ・京都大学教授）， 醗酵生理 （照井堯造 ・大阪大学

教授 ，北原覚雄 ・京都大学教授），菌学 （小田雅夫 ・大阪

大学助教授），食品 （寺本四郎 ・大阪大学教授），原料 （北

原，寺本の 両教授），抗菌性物質 （芝崎　勲 ・大阪大学助

教授），生物化 学 （堀　
一

郎 ・大阪大学助教授），醗酵工

業 （酒精飲料 ， 調味料）（共同），抄録 （小 田，芝崎，堀）

と定められた．

　昭和 30 年 （1955）に 醗酵学懇話会が 発足 したが ，会則

は第 1条か ら第 8条よ りな り，第 3条で は，会員相互 の 協

力に よ り発 酵学ならび に関連す る諸 問題 に つ い て 懇 談

し ， 知識 の 交換を図 る こ とを 目的 とすると し て い る．同

年 5月 よ り昭和 45年 まで は毎月 開催され 50名前後の 会員

が集 っ て い る．昭和 45年か ら吹田市に移転 し てか らは年

2〜3回 の 開催 とな っ て い る．

　そ の 後雑誌 の編集 に つ い て は，投稿規定が 制定 され，

編集委員会が もた れ るよ うにな っ た．

　以上の 経緯よ り明 らかなよ うに，大阪醸造学会は 地方

の
一

つ の 小規模の 学会とい われなが らも，次第に雑誌内

容 の 充実，年次大会が盛大 に行われ るようになっ た こ と

か ら会員，特に特別会員の増加 が 著 し く，正 会員 （会費

納入 者）が 300名そ こ そ こ で あるの に対 してそ の 3倍に

も達する状態が 続 い た．

　正 会員 の 資格 の ある卒業生 は昭和 37年ま で に，高等工

業 938名 ，大学 663名 （1日制 473名，新制 190名）とな り

合計 1600名に も達 して い た ．しか し会費納入者は わずか

そ の 5分 の 1に 過 ぎな い こ とに な る．

　学会 の 運営は正会員の うち近畿在住者よ り会長が推薦

した理 事 に よ っ て な され て い て ，これ で は と うて い 全 国

的な学会とは い えない こ とになる．

　こ の よ うな学会内の 運営状況につ い て は ， 内外 より指

摘，批判され るよ うに な っ た．学内 で は 照井堯造教授 （大

阪帝国大学工学部醸造学科昭和 8 年卒業）を中心 に改革

の 必要性が提 唱 され ，学外か ら も強 い 支持が 得 られ るよ

うに なり，学会改革の私案が会長に提出された．斎藤会

長は こ れに対 して ， 純学者と して の 立場よ り会則改正 に

対 し て 十分理解 され て い た と思われ る が，有力な卒業生

よ り構成され る理事会の 運営 ， 創立以来長年に わた っ て

学会の 発展に 尽 力 され た 理事 の 心境をお もんぱか り決断

しか ね て い た．そ して 昭和 35年 IH 会長名で 「会則変更

に関す る基本的私見」 と題する長文が配布された．そ の

内容 を熟読す る とき会長の苦悩がよ く理解する こ とが で

きた．

　 こ の よ うな学会の 存亡 に か か わ る重大問題を か か えな

が ら時は流れ た が ，斎藤会長は昭和 35年 10月 14 日 に急

逝 され た （享年 82才），

　そ の 結果，翌 36年 5月 の 理事会 に お い て 照井堯造教授

が会長 に指名 され る こ ととなり，会則改正 は 一気に進展

した．そ の 間長老 の 理 事よ り教授就任間 もな い 著者は

度 々 苦言を受けた が，長年学会に対 して熱心に協力 して

こ られた こ とを考える とき ， これ らの 理事 の 気持 ち は よ

く理解す る こ とが で きた，し か し こ れ は 時代の流れ と い

うか ， 学会 の発展の ためやむを得ない 改革で あ っ た と

思 っ て い る．

　昭和 31年4月 （1956）江 田賞，34年 4H 学会賞が制定さ

れ た．

　江 田鎌治次郎氏 は旧式 の 酒母造成 （生酖，山廃翫） に

お い て は乳酸菌 による乳酸 生成工 程があ る が，こ の 工 程

を省略 して 乳酸 を添加 して 酒 母 の 製造 日数を 5 〜 12 日短

縮す るい わゆる 「速醸酖」技術を明治42年に 発明され た

が，こ の技術の 普及 の 功績によ り昭和 30年 7月 7 日紫綬

褒章を拝受 された，こ れを記念 して 同氏は学会に同年 12

月 9 日に金一
封を寄付 された．そ の 後 32年 5月 6 日の 死

去 の あ と遺志に よ り遺族よ り さ らに 金
一

封が寄贈 され

た．学会 は こ れ を うけ て両寄付金を基金 と して ，これ か

ら生ずる利息をもっ て清酒醸造に関する学理お よび技術

の 進歩に 貢献 し た者に江 田賞 と して授与する こ と とし

た．昭和32年 ll月 2 日の 年次大会にお い て 江 田賞第 1回

の 授賞式 が行われ，蔭山公雄氏 （山邑酒造株式会社）が

受賞 した ，

　学会賞は発酵 工 学 の 進歩 に寄与 した者 に授与すると規

定され て い るが，そ の 基金 は次 の 三氏 よ りの 寄付金 よ り

成 り立 っ て い る．す なわち昭和 31年 8月 に 退官され た小

田雅 夫教授，昭和 32年 3月 15 日逝去 された前会長中村静

名誉教授の 遺族，昭和 31年 t月 16日逝去 された元理事小

林助郎氏 （大阪高等工 業学校明治 44年 卒業）の 関係会社

よ りの 弔慰金の ，三 氏 よ りの 寄付金を基金とする もの で

あ っ て ， 授賞規定は昭和 34年4月 に制定 され ， 同年 10月

16日開催の 年次大会 で第 1回 の 学会賞が小玉健 吉氏 （小

玉醸造株式会社）に授与された．そ の 後昭和 36年 2月 26

日定年退 官され た 元 理 事高田亮平京都大学名 誉教授 と同

年 ll月 13 日逝去 され た 元理事三 田村 豊氏 （大阪高等工

業学校大 正 2年卒業）の 遺族 よ り の 金一封が 上 記学会賞

基金に組み入れ られ た．

3．日本醗酵工 学会 の 30 年

上記 の よ うに照井会長の もと学会会則が改正 され，正
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会員と特別会員の 区別 がな くな り，理事，評議員が会員

の 投票に よ り選出され る こ ととな り，こ こ に純粋な全 国

的な学術団体に脱皮 した ，こ の 発 足当初は会員 の 減少 が

危惧 されたが ， 大 した変動 もな く ， そ の後は順調に会員

が増え，学会の 運営も円滑に行われ る よ うに な っ た ．

　昭和 37年 ll月2 目（1962）創立 40周年記念行事が年次

大会で 行われ た （実行委員長小 田雅夫副会長）．総会 の あ

と功労者表彰 ， 学会賞， 江 田賞授与式，受賞講演 が行わ

れ ， 特別講演として 三輪大作氏 （日本科学技術情報セ ン

ター常務理 事），朝井勇宜氏 （朝 日麦酒株式会社研 究所

長）の 講演が行われた．

　斎藤前会長 の 逝去 の 後 ， 記念事業会と遺族よ りの 寄付

金 を基金 とする斎藤賞が昭和 37年 6月 に制定 され ，発酵

基礎学の 進歩に 寄与 した研究に授与 され る こ と となっ

た ．第 1 回 の 受賞者に は高橋光雄氏 （奈良学芸大学）と

江夏敏郎氏 （大阪大学）と決ま り，昭和 38年 ll月 5 日に

授 与 され た．こ れ以降 ， 醸造，発酵工 学，発酵基礎学の

三分野に分け て，醗酵工学雑誌 に発表 されたすぐれ た研

究に対 して 毎年行われ る年次大会に お い て こ の 三賞が授

与 され る こ ととな っ た，

　昭和 40年 （1965）には東 日本支部が創設 され ， 翌 41 年

10月 には初め て東京 （学士 会館 ，

一
ツ橋講堂）に お い て

年次大会が開催 され た．そ の 後年次大会は 毎年 ll月に大

阪市内中之島の 日本生命中之島ビル で 開催され る こ とと

な っ た ，一
般講 演発表 も 100 題 を超 え る よ うに な り， 特

別講演，シ ン ポジ ウム の 話題 も増え，そ の 講 演題数 も 50
〜60題 に の ぼるよ うに な っ た，

　そ の 後学会誌 へ の 研究発表 は次第に 国際的とな り，英

文投稿の気運が出て きた こ とよ り昭和 42 年に は学会誌

坪 井 記念 館

は英，和文の混載とな っ た．

　 大阪大学工 学部が 東野 田よ り吹田 に移転す るこ ととな

り，昭和 43年 4月に学会事務局 は坪井記念館 より吹田の

学舎に移 っ た ，そ の後 45年 9月 にサ ン トリー記念館 （サ

ン ト リ
ー株式会社創立 70 周年記念事業 の

一
環 と して 寄

附され た 5階建 の 醗酵工学科研究棟である）が竣工 した

の で 1階の 部屋 に入 っ た，

　昭和 47年 （1972）に第4回国際発酵会議が京都で開催 さ

れ る こ ととな り，照井会長が組織委員長に 選ばれた．そ

の 結果 こ の 会議 の 運営上 学会の 法人化 の 必要 が 生 じ
， そ

の ため の 手続が進め られ，昭和 46 年に祉団法人化 され

た，wa　47年 3月 19 日 よ り25 日に わた っ て京都国際会議

場で第4 回国際発酵会議が開催 され，330題 の 発表，1091

人 の参加者が あ っ た．そ の 後 Proceeding と して Fermen −

tation 艶 chnolog ジR）day （890頁）が刊行 された，

　昭和 48 年には学会誌 は英，和文誌に分離され，それぞ

れ年6回 の 発 行となり，英文誌はJournal　of 　Fermentation

Technology と命名 された．和文誌は 52 年に醗酵工学会

誌と改め られた ．

　昭和 57 年 （1982 ）は学会創立 60 周年に当たる こ とか ら

記念事業が計画 され，まず 6月 14〜 15 日には発酵 工学の

分野 で の 著明な内外の 人 々 12名に よ る記念講演が行わ

れた，同年 11月に は記念式典と共に記念講演が あっ た ．

記念出版として 「微生物工 学一基礎 と応用
一j （350頁）

が 産業図書出版 よ り刊行 され ， そ の 他基金 の 拡充，学会

誌 の 総 目次な どが計画実施 された．こ の年に 西 日本支部

が設立 された．

　昭和62 年に は創立 65 周年 （改組 25周年）の 記念講演

が年次大会の 開催時に行われた．講演題 目は発酵工 学の

ー
i一

1

サ ン トリー記 念館
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隣接領域 の 展望に つ い て の 5題 で あ っ た，

　平成 元年 よ り英文誌 は月 刊 とな り，Journal　of　Fer・

mentation 　and 　Bioengineeringと改名 された．

4．日本生物工 学会の 10年

　平成4年 （1992）日本醸酵工 学会は創立70周年を迎え る

こ ととな っ た，

　近年 の 傾 向 と して，微生物工 学の領域の ほ か に ， 広 く

生物工 学，情報工 学 ， 細胞 工 学 ， 環境工学な ど多方面 の

分野 で の 研究が 拡大 して きた し，
一方全国 の 大学の 工 ，

農 ， 理学部にお い て ，国，公 ，私立 を問わず生物 工 学に

関連す る教育 ， 研究を目指 し た改組 新設が実施 され る

よ うに なっ た．そ こ で 日本醗酵工学会を 日本生物工 学会

と名称 を変更する こ ととな っ た、著者は生物 工 学会 と い

う名称に つ い て 昭和 18 年 の 醸酵工 学科の 改名 の 際 に高

田亮平教授 が提案 されて い た こ とを記憶 し て い る．

　創立 70周年記念行事と して記念式典 の あ と，谷 口 維紹

教授 （大阪大学細胞工学セ ン タ
ー），今中　宏氏 （藤沢薬

品工業株 式会社），H ．　Y　Wang （ミ シ ガ ン 大学）の 記 念

講演が行われた．記念出版 と して 「生物工 学実験書 」（472

頁）を培風館 よ り発行す る と共 に，発酵工学の技術進 歩

の 奨励賞と して の 技術賞を新設する こ ととなっ た．

　平成 5 年には和文誌名を生物工 学会誌 と改称 し，関西

支部の設置 ， 論文賞が設定 され た．翌 6 年に は 九州，中

部支部，さらに 9年 に は 北 日本支部が 設立 された．

　平成 10年よ り和文誌 A4 判を月刊 とし， 翌 11年 には英

文誌名 を亅ournal 　ofBioscience 　and 　Bioengineeringと改

称 した．学会誌 での 報文掲載は 次の ご とくで あ る．

平成元年 和文誌 28報 〔第 67巻）　英文誌　90報 （第67巻）

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 Jl　　 52報 （第 68巻）

平成11年　　〃　　11ru （第 77巻）　　 〃　　140報 （第87巻）

　　　　　　　　　　　　　　　 〃　 120報 （第88巻）

　平成 12年に は ミ レ ニ ア ム 特別号 と して 「発酵工学 20

世 紀 の あ ゆみ
一バ イオ テ ク ノ ロ ジ ー

の 源流 を辿 る
一

」

（ll5頁） を発行 した，

　平成 14年は創立 80 周年 に当た るの で 次の よ うな記念

事業が計画 され ，着々 と準備 が進め られ て い る．すなわ

ちアジ ア賞設置，IT基金，産学交流基金，記念出版，バ

イ オイ ン タ
ー

ハ イな どで ある．10月 27 目に は 記念式典 ，

記念講演，展示 などの 行事が大阪国際会議場で行 われ る

こ とに な っ て い る，

あ　と　 が　き

以上学会創立 の 前史 よ り大阪醸造学会の 40 年，日本醸

酵工 学会の 30 年，日本生物工学会の 10年を回顧 して き

た．

　高等工 業学校 の
一

学科よ り出発 し，大学工学部の 小 さ

な学科が中心にな っ て学会活動がなされ て きたが，徐々

であるが学会として の体勢を整え今 日の 姿にま で成長す

る に 至 っ た．

　同窓生を中心 とす る会員構成は創立 40年後に は 正，特

の 区別が廃止 され （附表 1），図 1 に示 した よ うな会員数

の 変遷 を経て海外会員を含め て 4000 名 を超 える大きな

学会に成長するに至 っ た．

　そ の 間個人会員 の 所属分布 も変わ り，醸造，発酵，食

品 の 分野 の会員比 率が 50％ を超え て い た が現在では大学

な どの 教育機 関，国，公立機関に所属する もの を合 わせ

る と60％ 近 くを占めるに 至 っ て い る．（附表 2）

　学会行事 と して の 年次大会で の 講演題数も図 2 に 示 し

た よ うに右肩上 り に 増加を続け，こ こ 数年で は 600題を

超える状態となっ て い る．

　永 らく支部は東 日本支部
一

つ で あ っ たが，昭和 57年か

ら平成に かけ て各地 区に支部が設置 され，今や全国に 6

支部が存在 し，それぞれ独 自の 支部活動が盛ん に行われ

て い る，
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　 　　 　　 図 1，会員の 動向

s25 　s30 　s35 　s40 　s45 　s50 　s55　s60　H2　　HT　H12

　 　　 図 2．年 次大会講演題数
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　学会誌も醸造学雑誌 ， 醗酵 工 学雑誌 と改称され，時代

の 流れ として英文投稿が増加 し，英和混載よ り英和誌 の

分離，さ らに 英文誌月刊 となっ た．英文投稿に反 比例 し

て和文投稿は 漸次減少 し
， 昨年には英文報告 203題に対

し和文報告は 7題 となるに到 っ た，

　こ の よ うに 80年を回顧す る とき，地方の 小 さい学会 と

い われてきた もの が，時代の 流れ と共 に 多くの 人 々 の 支

援の もと今 日の世界的なバ イオ関係 の
一

大学会に成長 し

た 姿をみ て著者は感無量 で ある．

　最後に つ け加 えた い こ とは ，この よ うな学会の 発展 の

縁の 下 の力持ちとも い うべ き事務を司 っ て こられ た故土

田Wt−・氏 の 40 年に わた るご苦労 に感謝 の 意 をささげた

い ．また学会改組 の 初期よ り今 日 まで 30 有余年に わた り

事務局長 の 任 を果 された黒木猛熊氏 の 労をねぎらい た い ．

附表 1．学会構成の 変遷

1）大阪高等 工業学校醸造会

　　 会員 ： 正会員 （在学生〉，特別会員 （卒業生）， 賛助会員　　そ の 後正会員 （教官，卒業生）

　　 役員 ；会長，副会長，幹事長 ， 幹事12名　　　　　　　　　　 通常会員 （在学生）

2）大阪醸造学会

　　 会員 ： 正 会員 （卒業生 ， 職員）， 通常会員 （在学生），特別会員，賛助会員

　　 役員 ： 会長，監事，専務理事，常務理 事，理事，地方理事

3）日本醗酵工 学会

　　 会員 ： 通常会員 ，学生会員 ， 団体会員，賛助会員，名誉会員

　　 役員 ： 会長，副会長 （2名），理事（20−30名〉，評議員 （若干名），編集委員 （10− 15名 ），

　　　　　 顧問 （若干名），事務局長 ， 会計，監事 （2名）

4＞杜団法人 日本醗酵 工学会定款

　　 会員 ： 正会員 ， 学生会員 ， 団体会員，賛助会員，名誉会員

　　 役員 ； 理事 （15−20名）， 内会長 （1），副会長 （2），常任理事 （5− IO名），監事 （1−2名），

　　　　　 顧 閙 ， 評議員 （50−60名）

5＞ 日本生物 工学会

　　 会員 1 正会員，学生会員，団体会員，賛助会員，名誉会員

　　 役員 ：理事 （20名 ），監事 （2名），支部長 （6名），評議員 （ll8 名），代議員 （123名），顧問

附表 2．個人会員 の 所属分布 ＊

所属 昭和38年
（1963＞

昭和 48 年

（1973）
昭和61年
（1986＞

平成5年

（1993 ）

平成 12年
（2000）

大学，教育機関 18．3 23．4 29．3 293 39．0

官庁，試験機 関 16．8 12．8 11，8 15．0 17．3

醸造，発酵 43．1 31．4 23．3 16，9 15．3
食品 10．1 8．8 ll．8 9，1 5．9

医薬 ， 化粧 品 62 9．8 1LO 8．5 7．4

化学 2，6 8．9 13，0 12．7 8，9

機械 一 2．9 5．2 5，4 一

そ の他 2．9 2，2 2．5 3．3 6．3

＊ 各年度に発行 され た会員名 簿よ り （分類は著者の判断 に よ る）
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